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会
議
所

：
開
業
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
ず
は
お
店
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

梅
宮
氏

：

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
２

店
舗
運
営
し
て
い
ま
す
。
ま
ず

１
号
店
「
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｍ
　
Ｈ
Ｏ
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
」
は
２
０
１
６
年
９
月

に
栄
町
３
丁
目
に
オ
ー
プ
ン
。

小
田
原
駅
徒
歩
５
分
の
ア
ク
セ

ス
の
良
さ
か
ら
常
連
客
も
獲
得

し
、
次
の
一
手
を
考
え
て
い
た

と
こ
ろ
、
今
回
の
出
会
い
で
２

号
店
「
Ｒ
ｙ
ｏ
ｋ
ａ
ｎ
　
Ｐ
ｌ

ｕ
ｍ
」
を
今
年
５
月
に
開
業
。

築
約
１
０
０
年
の
古
民
家
の
趣

を
感
じ
な
が
ら
お
過
ご
し
い
た

だ
け
る
環
境
で
す
。
小
田
原
城

や
風
情
を
感
じ
る
宮
小
路
に
ほ

ど
近
い
こ
と
も
強
み
で
す
。

安
齊
氏

：

本
物
の
ビ
ー
ル
を
楽

し
む
文
化
を
小
田
原
で
根
付
か

せ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
ク

ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
パ
ブ
「
Ｔ
ｈ

ｒ
ｅ
ｅ
　
Ｐ
ｉ
ｎ
ｔ
ｓ
」
を
同

じ
く
５
月
に
開
業
し
ま
し
た
。

看
板
メ
ニ
ュ
ー
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

ビ
ー
ル
「
Ｔ
ｈ
ｒ
ｅ
ｅ
　
Ｐ
ｉ

ｎ
ｔ
ｓ
　
Ｂ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
」
は

業
活
動
に
甚
大
な
影
響
が
出
る

中
小
企
業
が
急
増
し
て
い
る
」

「
最
低
賃
金
の
引
上
げ
は
経
営

を
直
撃
し
、
雇
用
や
事
業
の
存

続
も
危
う
く
す
る
。
地
域
経
済

の
衰
退
に
一
層
の
拍
車
を
か
け

る
こ
と
が
強
く
懸
念
さ
れ
る
」

と
訴
え
ま
し
た
。

　
ま
た
要
望
で
は
、「
横
浜
・

川
崎
な
ど
の
都
市
部
と
、
県
西

部
・
県
北
部
と
比
べ
る
と
、
物

価
と
賃
金
に
か
な
り
の
格
差
が

あ
る
」
と
し
、
最
低
賃
金
に
つ

い
て
は
、
県
内
一
律
で
は
な
く

エ
リ
ア
ご
と
に
区
切
っ
て
決
め

る
方
法
が
必
要
と
も
訴
え
ま
し

た
。

　
梅
宮
氏
は
当
所
で
事
業
承
継

支
援
、
安
齊
氏
は
創
業
支
援
を

そ
れ
ぞ
れ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
築
約
１
０
０
年
の
古
民
家
を

舞
台
に
第
３
新
創
業
塾
卒
業
生

２
人
が
協
力
し
な
が
ら
、
時
に

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
精
力
的
に

事
業
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
梅
宮
氏
、
安
齊
氏
か

ら
開
業
ま
で
の
道
の
り
や
今
後

の
展
開
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
し
ま
し
た
。

長
に
対
し
、
最
低
賃
金
引
上
げ

の
凍
結
を
求
め
る
要
望
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

　
要
望
書
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
「
事

　
当
所
主
催
の
第
３
新
創
業

塾
・
第
１
期
卒
業
生
で
あ
る
梅

宮
勇
人
氏
が
栄
町
１
丁
目
の
古

民
家
２
階
部
分
で
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
２
号
店
と
な
る
「
Ｒ
ｙ
ｏ
ｋ

ａ
ｎ
　
Ｐ
ｌ
ｕ
ｍ
」
を
５
月
に

開
業
し
ま
し
た
。
ま
た
同
塾
第

３
期
卒
業
生
の
安
齊
亮
氏
も
１

階
部
分
で
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の

パ
ブ
「
Ｔ
ｈ
ｒ
ｅ
ｅ
　
Ｐ
ｉ
ｎ

ｔ
ｓ
」
を
同
月
に
開
業
し
ま
し

た
。

　
去
る
、
６
月
24
日
、
当
所
鈴

木
会
頭
は
常
盤
平
塚
商
工
会
議

所
会
頭
、
佐
野
秦
野
商
工
会
議

所
会
頭
ら
と
共
に
、
神
奈
川
労

働
局
に
て
園
田
神
奈
川
労
働
局

た
だ
く
回
遊
ル
ー
ト
を
開
拓
し

て
い
き
た
い
。
梅
宮
氏
の
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
と
相
乗
効
果
を
図
っ

て
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
関
係
を
築

け
た
ら
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

会
議
所

：

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
会
議
所
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を

フ
ル
活
用
し
つ
つ
邁
進
す
る
二

人
。
今
後
も
継
続
的
な
支
援
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
創
業
す
る
方
や
、

創
業
し
て
間
も
な
い
方
、
事
業

承
継
で
お
悩
み
の
方
は
ぜ
ひ
当

所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｍ
　
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｌ

小
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原
市
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３
丁
目
４
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Ｒ
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Ｐ
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０
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９
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０
４

０
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梅
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Ｔ
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ｅ
　
Ｐ
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ｎ
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ｓ

小
田
原
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栄
町
１
丁
目
19

－
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８
０

－

５
０
６
５

－

６
６

２
０
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齊
）

請
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
対
象
と
な
る
保
険
料
は
、
令

和
２
年
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の

間
に
休
業
に
よ
り
給
与
等
が
急

減
し
た
場
合
に
、
そ
の
翌
月
の

令
和
２
年
５
月
か
ら
８
月
分
保

険
料
と
な
り
ま
す
。
申
請
手
続

き
は
、月
額
変
更
届
（
特
例
用
）

に
申
立
書
を
添
付
し
管
轄
の
年

金
事
務
所
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　
詳
し
く
は
日
本
年
金
機
構
Ｈ

Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
記
事
提
供
）
宮
川
・
神
蔵
社

会
保
険
労
務
士
法
人

【
お
問
合
せ
】

宮
川
・
神
蔵
社
会
保
険
労
務
士

法
人

☎
０
４
６
５（
63
）３
３
１
８

小
田
原
年
金
事
務
所

☎
０
４
６
５（
22
）１
３
９
１

や
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
戸
塚

融
資
課
長
に
も
支
援
し
て
も
ら

い
、
面
談
も
自
信
を
持
っ
て
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
臨
む
こ
と
が
で

き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

会
議
所

：

最
後
に
今
後
の
事
業

展
開
に
つ
い
て
抱
負
を
お
願
い

し
ま
す
。

梅
宮
氏

：

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
る
売
上
の
落
ち

込
み
か
ら
挽
回
を
期
す
た
め
、

様
々
な
補
助
金
申
請
を
視
野
に

入
れ
な
が
ら
販
促
戦
略
の
練
り

直
し
を
ま
ず
は
行
っ
て
い
き
ま

す
。
会
報
を
ご
購
読
さ
れ
て
い

る
皆
様
に
海
外
の
お
友
達
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
当

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
ご
紹
介
く
だ

さ
い
。

安
齊
氏

：

店
舗
販
売
の
ほ
か
カ

ー
ゴ
バ
イ
ク
に
よ
る
移
動
販
売

を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
ま

す
。
梅
宮
氏
と
連
携
し
て
宿
泊

者
に
と
っ
て
お
き
の
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ツ
ア
ー
を
提
供
し
た
い
。

ツ
ア
ー
を
通
じ
て
地
域
の
魅
力

を
発
信
し
、
最
後
に
当
店
で
ク

ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
満
喫
し
て
い

　
以
下
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

方
が
特
例
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
る
休
業
（
時
間

単
位
を
含
む
）
が
あ
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
令
和
２
年
４
月
か
ら

７
月
ま
で
の
間
に
、
給
与
が
著

し
く
低
下
し
た
月
が
生
じ
た
方

■
著
し
く
給
与
が
低
下
し
た
月

に
支
払
わ
れ
た
給
与
の
総
額

（
１
ヶ
月
分
）
が
、
既
に
設
定

さ
れ
て
い
る
標
準
報
酬
月
額
に

比
べ
て
２
等
級
以
上
下
が
っ
た

方※
固
定
的
賃
金
（
基
本
給
、
日

給
等
単
価
等
）
の
変
動
が
な
い

場
合
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
こ
の
特
例
措
置
に
よ
る
改
定

内
容
に
、
本
人
が
書
面
に
よ
り

同
意
し
て
い
る

※
被
保
険
者
本
人
の
十
分
な
理

解
に
基
づ
く
事
前
の
同
意
が
必

要
で
す
。

※
こ
の
特
例
措
置
は
、
同
一
の

被
保
険
者
に
つ
い
て
複
数
回
申

紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
セ

ン
タ
ー
で
契
約
内
容
の
細
部
の

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
契
約
に
至
り

ま
し
た
。
第
３
新
創
業
塾
卒
業

生
と
は
今
も
連
絡
を
と
り
、
刺

激
し
あ
っ
て
い
ま
す
。
商
工
会

議
所
や
金
融
機
関
の
皆
さ
ん
と

つ
な
が
り
が
で
き
た
こ
と
も
財

産
で
す
。

安
齊
氏

：

私
は
第
３
新
創
業
塾

卒
業
後
、
梅
宮
氏
の
１
号
店

「
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｍ
　
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
」

で
、
従
業
員
と
し
て
の
通
常
業

務
の
ほ
か
に
宿
泊
客
や
地
元
客

向
け
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー

を
企
画
・
運
営
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
お
客
様
か
ら
多
数
の

ご
意
見
を
吸
い
上
げ
る
こ
と
が

で
き
、
ニ
ー
ズ
調
査
も
叶
い
ま

し
た
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
梅

宮
氏
か
ら
オ
フ
ァ
ー
を
も
ら
い
、

開
業
に
至
り
ま
し
た
。
第
３
新

創
業
塾
で
融
資
の
受
け
方
に
つ

い
て
学
ん
だ
こ
と
で
、
苦
労
し

つ
つ
も
し
っ
か
り
と
創
業
計
画

書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
作
成
に
お
い
て
は
小
田

原
箱
根
商
工
会
議
所
の
小
林
氏

　
社
会
保
険
（
健
康
保
険
・
厚

生
年
金
保
険
）
の
保
険
料
は
、

被
保
険
者
の
給
与
額
を
基
に
し

た
「
標
準
報
酬
月
額
」
に
よ
り

保
険
料
額
が
決
ま
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
毎
年
１
回
、
４
月
〜
６

月
に
支
払
わ
れ
た
給
与
を
基
に

見
直
す
『
定
時
決
定
』
や
、
大

幅
に
給
与
の
額
が
変
更
に
な
っ

た
際
に
見
直
す
『
随
時
改
定
』

等
に
よ
り
決
定
・
改
定
さ
れ
る

仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
社
会
保
険
料
に
つ
い
て
、

こ
の
度
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
休
業

し
た
場
合
で
、
休
業
に
よ
り
給

与
が
著
し
く
下
が
っ
た
方
に
つ

い
て
、
一
定
の
条
件
に
該
当
す

る
場
合
は
、
健
康
保
険
・
厚
生

年
金
保
険
料
の
標
準
報
酬
月
額

を
通
常
の
随
時
改
訂
（
給
与
変

更
か
ら
４
ヶ
月
目
に
改
訂
）
に

よ
ら
ず
、特
例
に
よ
り
「
翌
月
」

か
ら
改
訂
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
伝
統
の
パ
ブ
ス
タ
イ

ル
の
エ
ー
ル
。
今
注
目
の
フ
ラ

ン
ス
産
ホ
ッ
プ
と
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
の
ケ
ン
ト
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

を
使
い
、
造
ら
れ
た
醸
造
家
曰

く
「
飲
み
終
わ
っ
た
時
に
少
し

物
足
り
な
い
、
ま
た
飲
み
た
く

な
る
ビ
ー
ル
」、
そ
ん
な
理
想

の
バ
ラ
ン
ス
に
仕
上
が
っ
て
い

ま
す
。

会
議
所

：

開
業
ま
で
の
道
の
り

と
第
３
新
創
業
塾
を
受
講
し
て

良
か
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

梅
宮
氏

：

事
業
譲
渡
の
相
談
を

前
オ
ー
ナ
ー
か
ら
い
た
だ
き
、

第
３
新
創
業
塾
卒
業
後
も
定
期

的
に
相
談
し
て
い
る
小
田
原
箱

根
商
工
会
議
所
の
小
林
氏
に
事

業
計
画
・
収
支
計
画
、
融
資
も

含
め
て
相
談
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
商
工
会
議
所
で
は
主
に
事

業
承
継
に
関
す
る
相
談
業
務
に

従
事
す
る
事
業
承
継
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
小
池
氏
に
も
加
わ
っ
て

い
た
だ
き
、
契
約
の
進
め
方
に

つ
い
て
整
理
し
た
上
で
、
県
の

事
業
承
継
引
継
ぎ
セ
ン
タ
ー
を

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§

創業した安齊氏（左）と２店舗目を開業の梅宮氏（右）

園田神奈川労働局長に要望書を提出する鈴木会頭

第３新創業塾卒業生同士のコラボレーション
「会議所の支援メニューをフル活用し開業しました！」

梅宮勇人氏（合同会社プラム　代表社員）
安齋　亮氏（Three Pints　代表）

　
新
規
学
校
卒
業
者
の
就
職
活

動
は
、
企
業
か
ら
学
校
に
届
く

求
人
票
か
ら
情
報
を
収
集
し
て
、

学
校
が
就
職
を
斡
旋
す
る
流
れ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
皆

様
方
の
会
社
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
採
用
計
画
を
検
討
し
に
く

い
状
況
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
地
元
の
県
立
学
校
卒
業

生
に
期
待
を
寄
せ
て
頂
き
、
学

校
か
ら
社
会
へ
の
第
一
歩
と
な

る
就
職
の
場
の
確
保
に
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
規
学
校
卒
業
者
の

　
　
　
採
用
に
つ
い
て

県
立
学
校
長
会
議

県
西
地
区
か
ら
の
お
願
い

会
員
の
皆
様
へ

創業者連載・特別編

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う
社会保険料標準報酬月額の特例改訂

最
低
賃
金
の
引
上
げ
凍
結
を
要
望

鈴
木
会
頭
　
神
奈
川
労
働
局
へ
要
望
書
を
提
出
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当
所
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け

る
事
業
所
の
皆
様
へ
の
支
援
の

た
め
各
種
支
援
策
に
つ
い
て
、

会
報
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
皆
様
に
ご

案
内
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
が
、
今
回
、
当
所
Ｈ
Ｐ
内
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
支
援
策
を
ま
と
め
た

バ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
情
報
発
信

を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
お
困
り
の
事

が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
先
ず
は
、
当
所

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
当
所
で

は
新
た
な
試
み
と

し
て
「
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
」
を
活
用
し

て
の
各
種
支
援
策
に

つ
い
て
の
情
報
発
信

も
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
職
員
は
、
多
く
の
事
業
者

の
皆
様
に
支
援
策
を
ご
理
解
し

て
頂
け
れ
ば
と
映
像
を
通
し
わ

か
り
す
い
発
信
に
心
掛
け
て
お

り
ま
す
。
こ
ち
ら
も
、
是
非
、

ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

会
員
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

【
労
働
保
険
の
年
度
更
新
期
間

の
延
長
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
踏
ま
え
、
令
和
２

年
度
の
労
働
保
険
の
年
度
更
新

期
間
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年

６
月
１
日
〜
７
月
10
日
か
ら
令

和
２
年
６
月
１
日
〜
８
月
31
日

に
延
長
さ
れ
ま
す
。
事
業
主
の

皆
様
に
お
か
れ
て
は
、
令
和
２

年
度
の
労
働
保
険
料
及
び
一
般

拠
出
金
の
概
算
保
険
料
及
び
確

定
保
険
料
に
係
る
申
告
書
の
提

出
及
び
納
付
は
、
令
和
２
年
８

月
31
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
労
働
保
険
料
等
の
納
付
猶
予

の
特
例
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
事
業
に
係

る
収
入
に
相
当
の
減
少
が
あ
っ

た
事
業
主
の
方
に
お
か
れ
て
は
、

申
請
に
よ
り
労
働
保
険
料
等
の

納
付
を
１
年
間
猶
予
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
労
働
保
険
料
等

の
納
付
猶
予
の
特
例
）。
ご
希

望
さ
れ
る
方
は
、
要
件
等
を
厚

生
労
働
省
の
Ｈ
Ｐ
等
で
ご
確
認

の
上
、
８
月
31
日
ま
で
の
年
度

更
新
期
間
中
に
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。
ご
不
明
な
点
は
、
事

業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都

道
府
県
労
働
局
又
は
労
働
基
準

監
督
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
従
業
員
の
「
健
康
」
は
、
会

社
の
財
産
で
す
。
従
業
員
の
健

康
を
確
保
す
る
事
は
、
長
期
的

な
会
社
の
発
展
に
お
い
て
必
要

不
可
欠
な
も
の
で
す
。
ご
承
知

の
通
り
、
事
業
主
は
、
労
働
安

全
衛
生
規
則
に
よ
り
、
少
な
く

と
も
年
に
１
回
、
定
期
的
に
従

業
員
に
健
康
診
断
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
を
従
業
員
に
対
し
通

知
す
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
伴
い
延
期
と
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
し
た
、
健
康

診
断
を
左
記
の
通
り
実
施
致
し

ま
す
。
詳
細
及
び
お
申
込
は
、

今
月
号
に
同
封
さ
れ
て
い
る
案

内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
年
度
の
定
期
健
康

診
断
か
ら
、
皆
様
か
ら
の
ご
要

望
が
多
か
っ
た
血
液
検
査
を
利

用
し
て
の
「
が
ん
検
査
」
を
特

別
検
査（
別
途
受
診
料
が
必
要
）

と
し
て
実
施
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
定
期

健
康
診
断
を
延
期
又
は
中
止
す

る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
予

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
主
た
る
生
計
維
持
者

が
死
亡
、
ま
た
は
重
篤
な
傷
病

を
負
っ
た
場
合
や
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
収
入
が
減
少
す
る
場
合
、
保

険
料
の
減
免
や
猶
予
の
対
象
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
小
田
原
市
担
当
課
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

健
康
診
断
当
日
は
、
マ
ス
ク
の

着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
実
施
日
・
場
所

９
月
16
日
（
水
）
小
田
原
箱
根

商
工
会
議
所

９
月
17
日
（
木
）
小
田
原
箱
根

商
工
会
議
所

９
月
18
日
（
金
）
箱
根
町
仙
石

原
文
化
セ
ン
タ
ー

９
月
28
日
（
月
）
小
田
原
箱
根

商
工
会
議
所

９
月
30
日
（
水
）
小
田
原
卸
商

業
団
地
協
同
組
合

10
月
１
日
（
木
）
小
田
原
卸
商

業
団
地
協
同
組
合

10
月
14
日
（
水
）
小
田
原
卸
商

業
団
地
協
同
組
合
　

10
月
15
日
（
木
）
小
田
原
卸
商

業
団
地
協
同
組
合

10
月
16
日
（
金
）
小
田
原
箱
根

商
工
会
議
所

●
受
診
料

会
員
　
９
２
０
０
円
　

非
会
員
　
１
３
０
０
０
円

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

担
当

：

大
川
・
平
井

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

【
お
問
合
せ
】

国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て

小
田
原
市
役
所
　
保
険
課
　
保

険
料
係

☎
０
４
６
５（
33
）１
８
３
４

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

小
田
原
市
役
所
　
高
齢
介
護
課
　

介
護
給
付
係

☎
０
４
６
５（
33
）１
８
４
０

　
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
皆
様
の
「
働
き
方
改
革
」
を

支
援
す
る
た
め
、
当
所
で
は
、

「
神
奈
川
働
き
方
改
革
推
進
支

援
セ
ン
タ
ー
」
に
よ
る
、「
働

き
方
改
革
相
談
」
の
出
張
窓
口

を
８
月
よ
り
開
設
す
る
事
に
な

り
ま
し
た
。
長
時
間
労
働
の
是

正
や
非
正
規
雇
用
の
待
遇
改

善
（
同
一
労
働
同
一
賃
金
）
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
、

無
料
で
ご
相
談
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
相
談
窓
口
が
ご
利
用

で
き
る
の
は
、
毎
月
第
二
木
曜

日
の
13
時
30
分
〜
16
時
30
分
。

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所
４
階

の
相
談
室
に
て
特
定
社
会
保
険

労
務
士
が
対
応
い
た
し
ま
す
。

　
基
本
的
に
は
事
前
予
約
制
と

な
り
ま
す
。
是
非
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

働
き
方
改
革
相
談
窓
口

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

✤

・✤

・✤

・✤

・✤
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・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤
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・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤
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・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

当所ホームページのトップ画面

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る

労
働
保
険
の
取
扱
い
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料
の

減
免
・
猶
予
に
つ
い
て

神奈川県からの
お 知 ら せ 感染防止対策取組書について

神
奈
川
働
き
方
改
革

推
進
支
援
セ
ン
タ
ー

相
談
窓
口
の
設
置

各
種
支
援
策
の

情
報
提
供

当
　
所

に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

令和２年５月16日～６月15日までの入会の方
新しい会員さんです

事業所名 代表者名 住　　所 ＴＥＬ 事業内容

和治療院 小林照和 小田原市栄町
4丁目9ｰ3 0465-24-4189 はり、きゅう、あん摩、マッサージ指圧業　

ユーメド貿易有限会社 佐須みどり 小田原市小竹242‒1 0465-44-3955 全国観光土産品卸業

有限会社田中総建 田中　明 小田原市扇町
3丁目26‒17 0465-35-4161 建材業

株式会社ＲＥＸＥＶ
小田原本社 藤井崇史 小田原市寿町

1丁目1‒12 0465-46-9944 電気自動車を用いたカーシェアリング及びエネルギーマネジメント

韓国家庭料理
焼肉　幹 盧　文喜 小田原市栄町

2丁目11‒9 0465-23-5661 飲食業、焼肉、韓国料理提供

小川総業 小川祥太 小田原市板橋
286‒17 0465-22-9188 総合建設業（外構、土木、解体）

神奈川県社会保険労務
士会　小田原支部 小島史朗 小田原市新屋

238‒14 0465-36-4149 社労士団体

バーバーリキ 増野康二 小田原市千代
113‒1 0465-42-1318 理容業

Ｗｅｂマーケティング
サポート 金井　彬 小田原市久野

1228 080-6619-5518 ｗｅｂを使ったマーケティング支援

ＴＩＡＲＡ 宮内亜美 小田原市田島
145‒7 070-2198-0322 人材派遣業

スナック
カサブランカ 武　美鈴 足柄下郡箱根町

湯本204‒9 0460-85-6990 スナック

合同会社すたみな 稲生宗久 足柄下郡箱根町
仙石原1246 080-9738-0579 古物商・生活関連サービス

　感染防止対策取組書とは、店
舗・施設等において、業種毎に
定められた感染症対策がガイド
ラインに沿った形での対策を
とっているのかを、一覧で示す
ことができるものです。
　感染防止対策取組書を店内・
施設内で提示していただく事で、
来訪された方に、事業者の方が
行っている感染対策を、統一さ
れたフォーマットで分かりやす
く示すことができ、事業所にお
ける感染防止対策の取組の可視
化が可能ですので、事業者の皆
様は是非ご活用ください。

【お問合せ】新型コロナウイルス感染症専門ダイヤル　☎045（285）0536（平日　９時～17時）

延
期
し
て
い
た

を
実
施

し
ま
す

定
期
健
康
診
断

福祉用具販売・レンタル、住宅の改修工事

チャーリーケア小 田 原 店　小田原市扇町 3-14-21
　　　　　　　　　　　　　TEL  0465-66-3300
チャーリーケア秦野営業所　秦野市南矢名 5-15-17
　　　　　　　　　　　　　TEL  0463-86-6132

介護に関するご相談は当社まで！
お気軽にご相談下さい。

暮ら
しの中

へ、人の
こころへ

●ドラッカーマネジメント
●ポーター競争戦略、B.S.C による経営戦略
●経営者が知っていなければならない計数管理など

小田原地域の多くの経営者が受講した、
実績のあるマネジメントスクール

マネジメントスクール

■お問い合わせ、資料請求は、下記までご連絡ください
　詳細は、ＨＰをご覧ください

小田原市城山3丁目25番23号
TEL0465-24-3311 mail :soumu@enari-brain.com

中小企業に特化！明日の経営者育成を目指す実践経営学

内　容

講　師
受講料 定　員
期　間

税理士・中小企業診断士　  江成　健一
200,000円（税抜）／全20回 15名
2019年4月～2021年2月　随時募集
原則毎月第2火曜日　18:30～20:30
（株）ブレイン・スタッフ
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当
所
の
５
階
に
あ
り
ま
し
た
、

（
一
社
）
小
田
原
市
観
光
協
会

は
、
事
務
所
を
令
和
２
年
７
月

27
日
（
月
）
か
ら
小
田
原
合
同

庁
舎
内
２
階
に
移
転
を
し
業
務

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
移
転
に
伴
い
ま
し
て
、
電
話

番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
が
変
更
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
な
お
、
新
た
な
、
住
所
・

電
話
番
号
等
は
、
左
記
の
通
り

と
な
り
ま
す
。

●
新
住
所

小
田
原
市
荻
窪
３
５
０
番
地
の

１
　
小
田
原
合
同
庁
舎
内
２
階

●
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

☎
０
４
６
５（
20
）４
１
９
２

FAX
０
４
６
５（
20
）４
１
９
４

が
ら
も
復
活
を
遂
げ
た
箱
根
登

山
鉄
道
に
是
非
ご
乗
車
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
お
問
合
せ
】

箱
根
登
山
鉄
道
㈱

☎
０
４
６
５（
32
）６
８
２
１

④
中
小
企
業
、
社
団
法
人
、
財

団
法
人
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
、
個
人
事
業
主
の
い
ず
れ
か

で
あ
る
こ
と
。

⑤
休
業
又
は
営
業
時
間
短
縮
に

係
る
本
市
の
中
小
企
業
事
業
者

等
支
援
金
・
第
１
弾
（
20
万
円
）

の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

【
交
付
金
額
】

　
２
０
２
０
年
４
月
又
は
５
月

の
ど
ち
ら
か
の
事
業
収
入
が
、

①
前
年
同
月
と
比
べ
て
50
％
以

上
減
少
　
１
事
業
者
あ
た
り
一

律
20
万
円

②
前
年
同
月
と
比
べ
て
20
％
以

上
50
％
未
満
減
少
　
１
事
業
者

あ
た
り
一
律
10
万
円

※
４
月
、
５
月
の
ど
ち
ら
か
減

少
割
合
の
大
き
い
方
を
適
用
し

ま
す
。

※
交
付
は
１
回
限
り
（
20
万
円

又
は
10
万
円
）
で
す
。

【
受
付
期
間
】

８
月
31
日
（
月
）
ま
で
（
当
日

消
印
有
効
） 

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
市
　
経
済
部

商
業
振
興
課

☎
０
４
６
５（
33
）１
５
１
１

　
昨
年
10
月
の
台
風
19
号
に
よ

る
被
害
の
た
め
、
箱
根
湯
本
駅

〜
強
羅
駅
間
で
長
期
間
運
転
を

見
合
わ
せ
て
い
た
箱
根
登
山
鉄

道
は
、
復
旧
作
業
が
進
捗
し
、

当
初
の
予
定
よ
り
も
早
く
７
月

23
日
（
木
・
祝
）
の
始
発
よ
り

営
業
運
転
が
再
開

す
る
事
に
な
り
ま

し
た
。

　
箱
根
地
区
で
は
、

同
台
風
に
よ
る
甚

大
な
被
害
が
生
じ

ま
し
た
が
、
こ
の

箱
根
湯
本
駅
〜
強

羅
駅
間
の
運
転
再

開
に
よ
り
、
箱
根

観
光
周
遊
ル
ー
ト

（
箱
根
ゴ
ー
ル
デ

ン
コ
ー
ス
）
が
全

面
復
旧
す
る
事
に

な
り
ま
す
。
甚
大

な
被
害
を
被
り
な

　
小
田
原
市
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影

響
に
よ
り
事
業
収
入
が
大
幅
に

減
少
し
て
い
る
市
内
の
中
小
企

業
、
個
人
事
業
主
等
の
事
業
継

続
等
を
支
援
す
る
た
め
、
第
２

段
の
支
援
金
を
交
付
し
て
お
り

ま
す
。
詳
細
は
、
左
記
の
通
り

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

申
請
期
限
は
、
８
月
31
日（
月
）

ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

該
当
す
る
事
業
者
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
早
め
に
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た

す
か
た

①
２
０
２
０
年
１
月
１
日
時
点

で
小
田
原
市
内
に
本
店
若
し
く

は
本
社
の
あ
る
法
人
又
は
小
田

原
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
個

人
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

②
２
０
１
９
年
以
前
か
ら
事
業

収
入
（
売
上
）
を
得
て
お
り
、

今
後
も
事
業
を
継
続
す
る
意
思

が
あ
る
こ
と
。

③
２
０
２
０
年
４
月
又
は
５
月

の
事
業
収
入
（
売
上
）
が
、
前

年
同
月
比
で
20
％
以
上
減
少
し

て
い
る
こ
と
。

優
先
し
復
元
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。
新
し
く
な
っ
た
富
士
屋

ホ
テ
ル
を
是
非
、
訪
れ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
お
問
合
せ
】

富
士
屋
ホ
テ
ル
　
開
発
準
備
室

☎
０
４
６
０（
82
）２
２
１
１

　
２
０
１
８
年
４
月
か
ら
、
耐

震
補
強
・
改
修
工
事
の
た
め
休

館
を
し
て
い
ま
し
た
、
富
士
屋

ホ
テ
ル
（
神
奈
川
県
足
柄
下
郡

箱
根
町
宮
ノ
下
３
５
９
）
は
、

１
４
２
年
目
の
創
業
記
念
日
と

な
る
２
０
２
０
年
７
月
15
日

（
水
）
に
グ

ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
を
し
ま

し
た
。

　
約
２
年
間

に
及
ぶ
耐
震

補
強
及
び
改

修
工
事
で
は
、

建
物
の
柱
間

に
補
強
材
を

入
れ
る
ほ
か
、

壁
中
に
ブ
レ

ー
ス
を
入
れ

る
な
ど
構
造

部
の
強
化
を

施
し
、
文
化

財
的
価
値
を

箱 

根 

＆

小 
田 

原

【小田原市】は、●予防課　☎0465-49-4430又は●小田原消防課　☎0465-49-4602
【箱根町】は、●総務課予防係　☎0460-82-4273
※その他の市町にありましては、管轄の消防本部にお問い合わせください。

≪問い合わせ先≫

　新しく店舗や事務所などを開店する場合、「防火対象物
使用開始届出書」を建物の使用を開始される日の７日前ま
でに消防本部へ届け出る必要があります。
　消防本部への相談、届出なく使用を開始した場合、消防
法違反に気がつかず、結果的に大切なお客さまや従業員を
危険な建物に招き入れることになってしまいます。

◇必要な届出は？

１．行政処分の対象となります。
　消防法に基づく命令や告発による罰則を受け
る場合があります。
　また、命令を受けると建物の出入口に危険を
知らせる標識が設置されるなど、公示されるこ
ととなります。
２．違反対象物をホームページに公表します。
　ホテル、飲食店、物販店など不特定多数の方が利用する建物や病院、社会福祉施設な
ど一人で避難することが難しい方が利用する建物で、次の消防用設備等が設置されてい
ない違反対象物を小田原市のホームページに掲載します。

◇消防法違反はどうなる？

◇消防法違反の例

　事務所のビルの空テナントに飲食店や物販店など不特定多数の方が利用する
用途が入居すると、自動火災報知設備が必要となる場合があります。

忘れないでね！

違反対象物の公表制度
平成29年度運用開始

①屋内消火栓設備 ③自動火災報知設備②スプリンクラー設備

５階　事務所
４階　事務所
３階　事務所
２階　空き室
１階　空き室

５階　事務所
４階　事務所
３階　事務所
２階　物販店
１階　飲食店

⇨

　テナントの入居や建物の増改築によって、知らない間に消防法違反となっていることが
あります。これらをお考えの方は、まず消防本部に相談し、必要な届出をしてください。

小田原市・箱根町消防本部からのお知らせ

テナントの入居や建物の増改築により

知らない間に消防法違反！？
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̶６月度管内定期情報̶
調査項目 調 査 月 数　値 対前月比 対前年同月比 資料提供

小田原市
人 口 ６月１日現在 189,210 人 △149 人 △1,100 人

小田原市
世 帯 数 ６月１日現在 82,057 世帯 △31 世帯 486 世帯

箱 根 町
人 口 ６月１日現在 10,999 人 △16 人 △320 人

箱 根 町
世 帯 数 ６月１日現在 6,188 世帯 △4 世帯 △89 世帯

求人求職
状　　況

求 人 倍 率 ５月分 0.56 △0.10 △0.39

ハローワーク
小 田 原有効求人数 ５月分 1,546 人 △296 人 △1,080 人

有効求職数 ５月分 2,739 人 △44 人 △35 人

天守閣入場者数 ６月分 12,089 人 ー △29,707 人 小田原市
観光協会

※小田原城天守閣は、５月31日まで休館でした。

７月15日にグランドオープンした富士屋ホテル

e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e

台風被害から復旧を遂げ運転再開する箱根登山鉄道

小
田
原
市
観
光
協
会

事
務
所
の

移
転
に
つ
い
て

箱
根
登
山
鉄
道

運
転
再
開

（
　
）
６
12

（
　
）
7
23

富士屋ホテル（箱根 宮ノ下）

グランドオープン（7/15）

小田原市新型コロナウイルス感染症
緊急経済対策中小企業事業者等支援金

（８月 31日まで）

「働き方改革」で時間とコストを削減！

社会保険・雇用保険 手続の電子申請をサポート

℡　０４６５－２５－３３６４

社会保険労務士　大石事務所
小田原市鴨宮３８５番地  虹ビル２Ｆ

ishibashi printing
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